
慶應義塾大学が待望の 1 部リーグ昇格！ 

次なる目標、2 部リーグ優勝に向かう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 首位で 2 部リーグを折り返し、後期リー
グは無敗と 3 年ぶりの 1 部復帰への道を着
実に進んでいた慶應義塾大学。だが、勝て
ば昇格が確定する第 19 節の立教大学戦で
はスコアレスドロー、続く第 20 節では 3-

1 とリードした状態から関東学院大学に追
いつかれるなど、ここ 2 試合は足踏み状態
が続いていた。 

 後期の成績は 5 勝 5 分。これを“勝ちき
れない”ととるか“負けていない”ととる
か。MF 落合祥也（4 年）は「勝点を一つひ
とつ積み上げてきたからこそ、今の順位が
ある」と語り、MF 八田和己（4 年）は「自
分たちには負け試合も引き分けに持ってい
く力がある」と自信に変えた。 

 第 1 試合で 3 位の日本体育大学が敗れた
ことで、4 位の拓殖大学と戦う前に慶大の
1 部昇格は決定。やや拍子抜けの状態でキ
ックオフを迎えたかのように思われたが、
主将の DF 佐藤海徳（4 年）は「逆に優勝と

いう目標が明確になって、プレッシャーを感
じていた」という。その影響もあり、前半は
拓大に攻め込まれる展開に。しかし 67 分、
「チャンスは絶対にくる」と狙い定めていた
MF 内桶峻（3 年）が、MF 橋本健人（2 年）
のアーリークロスを右足で合わせ、2 試合連
続となるゴールを決めて先制。これが決勝点
となり、慶大が 3 試合ぶりの勝利を収めて 11

年ぶりとなる優勝に、大きな一歩を踏み出し
た。 

 主将の佐藤を始め、4 年生の多くは「自分
たちが試合に出ていた 2 年のとき、チームを
2 部に落としてしまった」と悔恨の念を口に
する。そのリベンジとなった、1 部昇格決定。
「昇格が決まってうれしい」と言うが、目標
はあくまで 2 部リーグ優勝。「最後に優勝カッ
プを掲げてソッカー部人生を終えたい」（主
将・佐藤）というラストシーンのためにも、
最終節での勝利を目指す。 
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Division2    No.22 

OFFICIAL  MATCHDAY  PROGRAM 
【佐藤海徳（4 年・DF・主将）】 

僕たちは優勝を目指しているので、どちらかとい
えば第 1 試合で 3 位の日本体育大学が勝つか、引き
分けるかしたほうがやりやすかったのですが、2 位
の国士舘大学が勝ってしまったので、少しプレッシ
ャーがあったのかもしれません。前半はそうしたプ
レッシャーからか、ミスや固さがありました。でも後
半は互いにカバーしながら、サッカーを楽しめるよ
うになったのでよかったと思います。僕たちが 2 年
生のときに、チームを降格させてしまったので、その
リベンジを果たせたとは思っています。ただ、今年の
チームは昇格ではなく優勝を目指しているので。チ
ームに貢献できたという感覚はまだありません。優
勝してはじめて、怪我をした僕に「待っているぞ」と
表現してくれた仲間たちに、恩返しができると思っ
ています。 

 

【八田和己（4 年・MF）】 

僕たちの代が落としてしまった舞台に、しっかり
戻すことができました。それはこの 1 年間、積み上
げてきた結果だと思うので、うれしい気持ちでいっ
ぱいです。1 部は 2 部と違ってスタジアムで試合が
できるし、注目度も違うと思います。その中で慶應の
強みを出していけば、間違いなく 1 部でも戦える強
さはあると思うので、後輩たちには 1 部優勝を目指
してがんばってほしいです。 

個人的に印象に残っているのは、前期の日本体育
大学戦（第 3 節 3○1）。昨年や一昨年までは、相手
に先制されたら逆転できないという流れがあったけ
れど、あの試合で逆転勝利してからは「今年は逆転で
きる」とか「苦しい展開でも勝ち切る」「負け試合で
も引き分けにもっていける」という力が、自分たちに
はあると自信をもてました。そのきっかけとなった
試合だと思います。 

今日は、個人的に修正点の多い試合でした。攻撃面
で、もっとしっかりつながないといけなかったです。
次の試合では、すべての力を出し切って、最高の形で
終わりたいと思います。 

【落合祥也（4 年・MF）】 

簡単な試合はひとつもなく、どれもギリギリの戦
いでした。それを勝ってきたからこそ、今の順位が
あると思っています。自分たちは 1 年間、ずっとチ
ャレンジャーという気持ちを持ち続けていました。
それが結果につながったのだと思っています。 

 個人としては、1 年のころから試合に絡むことが
多かったけれど、当時は偉大な 4 年生がずっと引っ
張ってくれました。次の年は自分たちの代が多く試
合に出ていたのですが、2 部に降格してしまいまし
た。その悔しさがあったうえでの、今年の昇格だと
思います。本当は去年に昇格したかったのですが、
僕個人としても去年は全然試合に出られなくて、苦
い 1 年間でした。けれど、最後に試合に出ることが
できて、まずは最低限の昇格を決めることができた
のでよかったです。次の試合で優勝を決めることが
できたら、いい形で４年間を終えられるのかな、と
思います。 

 1 部でプレーするということは、自分たちからし
たらすごくうらやましいことです。結果にこだわる
のも大切ですが、まずはその舞台をしっかり楽しめ
ば、結果はあとからついてくると思います。 

 

【内桶峻（3 年・MF）】 

 今日の試合がもつ意味というのは、すごく大きか
ったと思います。日に日にこのチームでできる試
合、４年生とできる時間が減っていく中で、昇格も
なかなか決められませんでした。いろいろプレッシ
ャーがかかる中、自分のゴールで勝ち切れたことで
印象に残る試合になりました。前半は相手に攻めら
れて、守備陣がすごく耐えてくれているのに攻撃陣
は何もできていない状況。このままでは終われな
い、とずっと思っていました。カウンターのチャン
スは絶対にくると思っていたので、その 1 回のチャ
ンスを必ず決めきろうと狙っていました。 

 来年 1 部の舞台で戦えるのは光栄なことですし、
その中で慶應の力を見せる自信はあります。上位に
食い込んでいけるよう、がんばっていきたいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～11/16 選手昇格コメント～ 

【準々決勝】 

12 月 16 日(月)13:00 

＠味フィ西、AGF、川口、柏の葉 

【準決勝】 

12 月 19 日(木)13:00 

＠浦和駒場、NACK5 

 

【決勝】 
12 月 22 日(日)13:00 
＠浦和駒場 

 

 

■日程■ 
【1 回戦】 

12 月 11 日(水)①11:00②13:30 

＠浦安、AGF、川口、柏の葉 

【2 回戦】 

12 月 14 日(土)①11:00②13:30 

＠味フィ西、AGF、浦安、柏の葉 

 

■正式会場名 浦和駒場＝浦和駒場スタジアム、NACK5＝NACK5 スタジアム大宮、 

味フィ西＝味の素フィールド西が丘、AGF＝AGF フィールド(味の素スタジアム西競技場)、柏の葉＝柏の

葉公園総合競技場、浦安＝浦安市運動公園陸上競技場、川口＝川口市青木町公園総合運動場陸上競技場 

 
 

2019年度 第 68回全日本大学サッカー選手権大会 

 
■日程 
 
【1 回戦】 
12 月 13 日(水) ①11:00 ②13：30 
於：江戸陸、上柚木、足利、真岡、浦安 
 
【2 回戦】 
12 月 16 日(土) ①11:00 ②13：30 
於：夢の島、上柚木、足利、栃木、浦安 

 



国士舘大学が 1 年での 1 部リーグ復帰を達成！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 1部リーグ昇格の可能性がある上位 4チー
ムが一堂に会した中台運動公園陸上競技場。
2 位の国士舘大学は、勝点 4 差の 3 位・日本
体育大学と激突。引き分け以上で国士大の 1

年での 1 部リーグ復帰が決まる有利な状況
だが、細田三二監督代行は「勝って昇格を決
める」と意気込んだ。 

 しかし先制点を奪ったのは、追う立場の日
体大だった。キックオフから 1 分も満たな
い、電光石火のゴール。瞬く間にリードを奪
われたが、国士大が焦ることはなかった。選
手たちの多くがターニングポイントだと口
を揃える、第 19 節の拓殖大学戦。一時は 0-

3 と拓大に引き離され、昇格争いからの脱落
もちらつき始めた試合で、国士大は驚異的な
反撃を見せた。79 分からのわずか 10 分間の
うちに 4 点を奪取し、逆転に成功。この劇的
な勝利で国士大は昇格戦線に生き残った。そ
の経験が、選手たちを強くした。 

 5 分には MF 松本拓海（4 年）のロングキ
ックが、そのままゴールに入って同点に。「逆
光が GK の目に入ったのかもしれない。アク

シデントみたいなゴール」（細田監督代行）。
だが、この同点ゴールを機に国士大が一気に
日体大ゴールに襲いかかる。19 分に FW 福原
昭（4 年）が、MF 松本の左からのクロスを頭
で合わせて追加点を挙げると、その 3 分後に
も FW 福原が自らゴール前まで持ち込んで 3

点目。26 分には日体大に PK を献上して失点
するものの、34 分には MF 谷村海那の 2 試合
連続ゴールで 4-2 と突き放した。 

 目標とする 1 年での 1 部復帰を達成した国
士大。だが、細田監督代行は「エレベーター
のように降りたり上がったりのチームではダ
メ」ときっぱり。1 部と 2 部の“行き来”を
経験している 4 年生たちも「1 部に定着する
ことが大切。そしてインカレを目指してほし
い」と後輩たちに来季の希望を託す。2 部 12

チーム最多、首位・慶應義塾大学を 10 点も上
回る、50 得点の爆発的な攻撃力がチームの躍
進を支えた一方、失点の多さは大きな課題だ。
「今の技量では 1 部に残っていけない。鍛え
直して、1 部でも国士大らしいサッカーをし
たい」。細田監督代行は、そう来季を展望した。 
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Division1    No.22 

OFFICIAL  MATCHDAY  PROGRAM 
【住吉ジェラニレショーン（4 年・DF・主将）】 
今シーズン目標としていた 1 部リーグ昇格を成し遂
げられて本当にうれしいです。今日は前半のうちに
警告を受けて、その時点でもう、累積警告で最終節
は出られないことがわかっていました。非常に悔し
いけれど、昇格を決める試合に出られて、勝利に貢
献できてよかった。残り１試合、まだ優勝がどうな
るかはわかりません。最後までチームとして戦い、
自分もピッチの外から応援したいと思います 
 
【明本考浩（4 年・MF）】 
1 部昇格を全員で掴み取ることができて、率直にう
れしい。ただ、1 部リーグはそんなに甘くないので、
ここからチームとして鍛え直すことが必要。しっか
り走って、来年も国士大らしく戦ってほしいです。
個人的には、ユニバーシアード代表に選ばれてプレ
ーの幅が広がったし、落ち着きというか、余裕をも
ってプレーできるようになった。今年 1 年間、本当
にいい経験をさせてもらったと思っています。 
 
【髙橋利樹（4 年・FW）】 
昇格という、最低限残すべき結果を残せたことで、
ホッとしているというのが率直な感想です。自身と
しては点を取れない時期も続きましたが、そういう
ときには自分が何をできるか、チームにどう貢献で
きるかを考えていました。がむしゃらに走ったり、
自分でできることは精一杯やったと思っています。
1 部を経験した身からいうと、1 部と 2 部の差はけ
っこう大きい。春に力をつけて、インカレ出場を目
標にがんばってほしいと思います。 
 
【福本昭（4 年・FW）】 
得点シーンは、正直ボールしか見ていませんでした。
とにかくボールに触ることしか考えていなかった
し、2 ゴール目はコースがなかったので、相手の股
（の下）を狙ったら、そのままゴールに入ったとい
う漢字です。シーズン前はトップチームにいました
が、怪我もあって追加登録でトップチームに合流し
たのは 9 月下旬くらい。最後に間に合って本当によ

かった。自分たちは 1 部と 2 部を上がったり降り
たりだったので、後輩たちには 1 部に定着できるよ
うがんばってほしいです。 
 
【綱島悠斗（1 年・DF）】 
自分にとっては初めての昇格なので、（昇格決定の
瞬間は）すごく気持ちよかった！ 今シーズン、最
初のほうは数少ない 1 年生のスタメンということ
で不安や緊張もありましたが、ジェラさん（住吉ジ
ェラにレーション）や（谷村）海那さんたち 4 年生
が引っ張ってくれたので、次第に落ち着いてプレー
することができました。来季は自分にとって初めて
の 1 部ですが、自分たちのサッカーを徹底して、ひ
るむことなく優勝を目指したいと思います。 
 
【澁谷雅也（3 年・MF）】 
昇格できて本当によかった。今日は相手にボールを
もたれる時間帯が長かったのですが、その中で集中
力を切らさず戦えたことはよかったと思います。今
年は 4 年生に引っ張ってもらってここまで来まし
たが、来年は自分たちが最上級生です。1 部の舞台
で、自分たち 4 年生が中心となって下級生を引っ張
れるよう、がんばりたいと思います。来季は 1 戦 1
戦全力で戦って、印象に残る試少しでも多くしたい
です。 
 
【田代琉我（3 年・GK）】 
ひと言で言って最高です。自分たちの手で昇格を掴
み取れたことがいちばんうれしいです。昇格を決め
る試合で、高校（日本大学藤沢高校）時代からずっ
と一緒にやっていたジェラ（住吉ジェラニレショー
ン）と同じピッチに立てて、本当によかった。まだ
1 試合残っていますが、今年 1 年間やってきて、全
部が出せた試合だと思います。来季は相手が 1 部の
チームになりますが、自分としては負ける気はしま
せん。ただ個人としてはもちろん、チームとしても
結果を残さないといけないと思うので、自分が失点
をなるべく防いで、チームの勝利に貢献できるよう
にしたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～11/16 選手昇格コメント～ 

【準々決勝】 

12 月 16 日(月)13:00 
＠味フィ西、AGF、川口、柏の葉 
【準決勝】 

12 月 19 日(木)13:00 
＠浦和駒場、NACK5 

 

【決勝】 
12 月 22 日(日)13:00 
＠浦和駒場 

 2019 年度 第 68 回全日本大学サッカー選手権大会 

■日程■ 
【1 回戦】 
12 月 11 日(水)①11:00②13:30 
＠浦安、AGF、川口、柏の葉 
【2 回戦】 
12 月 14 日(土)①11:00②13:30 
＠味フィ西、AGF、浦安、柏の葉 
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味フィ西＝味の素フィールド西が丘、AGF＝AGF フィールド(味の素スタジアム西競技場)、柏の葉＝柏の
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